
第13回　災害外傷研修　プログラム

目的: 災害救援活動、紛争地で必要となる外傷治療・看護の基礎を学ぶ。

・全ての医療者が外傷患者に基本的な治療を提供できる必要がある。

・限られた物資・人材を活用して効率的に医療を提供する必要がある。

・座学と実技演習の組み合わせることで研修効果を上げ、参加者同士が交流を深める機会とする。

Time Subjects

8:45～8：55 10 受付開始 Reception

8：55～9：00 5
オリエンテーション

orientation

9：00～9：10 10
開会式

Opening ceremony

10：10～10：45 35
講義2

Lecture 2

10：45～10：50 5 質疑応答　Q＆A 休憩　Break

10：50 ～11：50 60
活動紹介＆困難な症例

mission experience

11：50 ～12：50 60
昼休憩　（ランチョンセッション）

Lunch break/ Lunch on meeting

12：50 ～13：25 35
講義3

Lecture 3

13：30 ～14：45 75

14：45～14：55 10

14：55～16：10 75

16:20 ～16:40 20
講義4 リハビリ
Rihabilitarion

16：50～17：40 50

実技演習２
（ワークステーション方式）

Practical exercise 2
(work station method)

17：40～17：50 10
プレテスト結果確認　解説

 Pre-test commentary

17：50～18：00 10
質疑応答

 Q&A

8:50～9:00 10 1日目ラップアップ　 wrap-up for 1st day

9:00～9:30 30 講義5 Lecture 5

9:30～11:30 120
実技演習３ 含む休憩
Practical exercise 2

11:30～12:30 60
昼休憩

lunch on meeting: a mission presentation
(experience report)

12:30～13:00 30
講義6

Lecture 6

13:00～14:00 60
講義7

Lecture 7

14:00～14:30 30
ポストテスト アンケート記載

 Post-test

14:30～15:00 30 修了式　

15:00 解散 Close

１日目　9月14日（土）

内容　Contents

オリエンテーション

開会式

9：10～10：10 60
講義１

Lecture 1
災害外傷概論（途上国における外傷治療の基本原則、外傷処置の基本、コ
ンパートメント症候群など）   （頭部・胸部・腹部部分の内容含む）

熱傷治療

ナイジェリアミッションの紹介＆困難症例紹介

ランチミーティング：派遣報告

四肢の外傷（四肢骨折、骨盤骨折、アンプタ）

実技演習１
 Practical exercise 1

（ワークステーション方式）
(work station method)

1-1　ギプス、シーネ固定
1-2　牽引（直達・介達／下腿・大

腿）・創外固定

移動

1-2　牽引（直達・介達／下腿・大腿）・創
外固定

1-1　ギプス、シーネ固定

16：40～16：50 10 　休憩　Break

医師(for Doctors) 看護職　(for Nurses)

形成　　スキングラフト
切断面のガーゼ交換・切断面の
包帯法

2日目　9月15日（日）
Day 2nd Sep 15th

産科

3-1　分娩介助
3-2　レオポルド・トラウベ
3-3　弛緩出血の対応
3-4  NCPRのエッセンス

ランチミーティング：派遣報告

麻酔/疼痛管理

Heads and Hearts (mission experience and dilemmas) by ICRC surgeon

ポストテスト Post-test　アンケート記載

修了証授与、集合写真撮影

1


